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クン列 (α ，s) が等価であるとき， (α ， 
s) は互いにクローンであるという.またベア
(α ， s) をクローンベアと呼ぶ. (α ， s) 
それぞれを真に包含する如何なるト}クン列も
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また， Chained Cloneの同値類を Chained
Clone Setと呼ぶ.
図 1に例を示す.同形である三つのグラフ
CM1， CM2， CM3はそれぞれ ChainedMethodを表して













図 1Chained Clone Setの例
3.3. Chained Clone Setに対するメトリクス
Chained Cloneに対し“ PullUp Method"を適
用する際に有用なメトリクスを提案する.コー


























DCHD (Dispersion of Class Hierarchy in De-
pendency fragments)メトリクスと二つ自の情報
を表す DCHS(Dispersionof Class Hierarchy in 
Subset of clone class)メトリクスを定義した.
Chained Clone Set Sは， n個の ChainedMethod 
CM1， CM2，…， CMn を含んでいるとする.また，

























t則すると， DCHSが 1，DCHDが Oであった.この
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